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北海道 秋田県
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * 0 0 0 0 0 1 0 4 * (C) 2 0 0 2 1 0 2

5 3 1 0 0 1 1 2 5 * 19 3 4 2 0 3 2

6 6 2 0 0 1 0 0 6 8 0 3 2 1 9 0

7 * 7 1 2 0 3 7 3 7 6 0 3 0 1 6 2

8 0 0 0 0 0 0 0 8 2 0 1 0 0 2 0

9 0 0 0 0 0 0 0 9 * 0 0 0 0 2 5 2

10 * (C) 11 0 5 1 4 12 1 10 * 12 2 1 4 1 2 1

11 * 9 0 4 1 3 7 2 11 2 0 1 0 1 3 2

12 * 2 0 1 0 2 0 0 12 2 0 0 2 1 3 0

13 9 0 4 1 1 2 0 13 0 0 0 0 0 1 1

14 2 0 1 0 1 1 1 14 0 0 0 0 1 4 1

15 2 0 1 0 0 1 0 15 * 13 1 4 2 3 10 3

0 0
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会場： 海南市総合体育館Gコート

○

51 66北海道 秋田県成年女子準々決勝

主審 ●

選　手　氏　名

檜森　彩花

多田　美紗希

15:45

福岡　敏徳

堀江　友希

渡邉　莉子

2015年9月23日(水)

記載者 大江　拓史 （所属）

永野　友香里

熊谷　春花

加藤　茉奈美

有明　葵衣

成田　麻沙美

矢上　若菜

鈴木　友佳子

小松　恵

大野　真湖

選　手　氏　名

和歌山県バスケットボール協会

小笠原　真人

準々決勝、北海道対秋田県。両チームマンツーマンで始まる。開始３分、秋田は＃１０の３Ｐを皮
切りに＃５の３Ｐ、スティールなどで２－１３と一気に流れをつかむ。序盤かたさのみられた北海
道は＃１１のインサイドなどで応戦、少しずつオフェンスが機能し始め、１ピリオドを１２－１９
で終える。２ピリオド、両チーム互角の戦い。北海道は＃７と＃１３の息の合ったプレーで会場を
沸かす。対する秋田は＃５のドライブを主体に得点。２１－２８、７点差は変わらず前半を終え
る。３ピリオド、秋田は＃１５のインサイドでのプレーで徐々に点差を広げる。北海道は＃１０の
インサイド、＃６の３Ｐなどで食らいつこうとするが、秋田のリバウンドの強さが光り、３４－５
０と秋田がリードを広げ３ピリオドを終える。４ピリオド、北海道は＃１３のリバウンドからの
シュートなどで得点するが、秋田は＃８、＃７がインサイドをうまく攻める。北海道は終盤オール
コートでプレスをかけるが、秋田は巧みにゲームをコントロールし５１－６６で秋田が準決勝に駒
を進めた。

戦　　評

合計合計

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト

佐藤　友波

熊谷　いずみ

藤原　恵美

古屋　有紀

小島　加奈恵

花田　遥歌

阿部　優美香

佐藤　風花

加藤　三津子

副審

工藤　稚菜

No. 23G-4 日時：

コーチ 泉　春美 コーチ

伊藤　美和子
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